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(1)26 号墳 91 号大刀の木質
①把元 ( 写真 2~4)







ジ科カエデ属 (Acer. sp) の特徴を示す。
②鞘 ( 写真 5~7)





層とその上の下地層、塗膜表層 ( 剥離面の直下まで )
を示したものである。下地混和材は不明。漆層に黒
色顔料はみられない。
(2)26 号墳 92-1 号大刀の木質
①把元 ( 写真 8~11)
　写真 8 は 26 号墳出土 192-1 大刀把部の試料採
取箇所を示したものである。写真 9 は大刀の把の
木口面を示したもので、写真 3( 訳 2 の横断面と同構
造であり、広葉樹材であることを示す。写真 10 は
柾目面を示したもので、放射組織は平伏細胞のみか
らなる。写真 11 は写真 4( 訳 3 と同構造で、紡錘形
の放射組織が認められる。以上から、ムクロジ科カ
エデ属 (Acer. sp) とみられる。
②鞘 ( 写真 12~16)
　写真 12 は鞘の木質の試料採取箇所を示したもの
である。写真 13 は木口面を示したもので、写真
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分析資料の箇所 横断面 放射断面 接線断面
分析資料の箇所 横断面 放射断面 接線断面
写真 2　91 号大刀の把元試










写真 12 92-1 号大刀の鞘
木質試料採取箇所
写真 9　把間 木口面 写真 10　把間 柾目面 写真 11 把間 板目面
写真 13　鞘 木口面 写真 14　鞘 柾目面 写真 15　鞘 板目面
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(3)26 号墳 192-2 号大刀の木質
①把元 ( 写真 17~20)
　写真 17 は 26 号墳出土 192-2 号大刀把部の試料
採取箇所を示す。写真 18 は木口面を示したもので、
写真 3、写真 9 と同構造であり、広葉樹材である。
写真 19 は柾目面を示したもので、写真 10 と同構
造で、写真の水平方向に平伏細胞のみからなる放射
組織が見えている。写真 20 は板目面を示したもの
で、写真 4( 訳 3、写真 11 と同構造で、紡錘形の放射
組織が均等に分布しているのが見える。以上から、
ムクロジ科カエデ属 (Acer.sp) とみられる。
②鞘 ( 写真 21~23)(2
　写真 21 は 26 号墳出土 190-2 号大刀鞘付近の試
料採取箇所である。写真 22 は木口面を示したもの
で、下方が樹心側であ








ラ 属 (Quercus)、 シ イ
ノ キ 属 (Castanopsis)、
クリ (Castanea crenata)
分析資料の箇所 横断面 放射断面 接線断面
















写真 18　把元 木口面 写真 19　把元 柾目面 写真 20　把元 板目面
写真 22　鞘 木口面 写真 23　鞘 柾目面
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訳 2) 原文は「写真 2」とあるが誤りのため訂正した。
訳 3) 原文は「写真 3」とあるが誤りのため訂正した。
訳 4) 原文は「写真 3」とあるが誤りのため訂正した。
表 1　咸安末伊山 26 号墳より出土した鉄刀の柄・鞘に遺存した木質
遺物名 把元 鞘 備 考
91 号大刀 ムクロジ科カエデ属 試料なし 布着せ（植物繊維）、漆層あり
92-1 号大刀 ムクロジ科カエデ属 ヒノキ亜科
92-2 号大刀 ムクロジ科カエデ属 ブナ科コナラ属またはシイノキ属またはクリ
原載：
岡田文男 2018「26 호분 출토 철제대도 잔존 유기
질의 재질조사」『咸安末伊山古墳群 第 25 号・26
号墳』( 学術調査報告 96 冊 ), 함안군・우리문화재
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り [ 国立扶余博物館 2007:269]、遺物が有する意味
は大きい。宮南地は文献に基づくと『百済本記』武
王 35 年条に作られた相当大きな池に位置する百済
泗
し ひ
沘期王宮の南側であるとみられている。宮南地遺
跡は三次にわたる発掘調査を通して土器類と瓦磚類
